




Descriptive examination about mothers with a child going to the resource room of 
Tokorozawa-shi
上野　聖人（Kiyoto Ueno）　　指導：熊野　宏昭
問題と目的
　発達障害児をもつ母親は，定型発達児をもつ母親よりも
ストレスが高く（Wolf et al.，1989），障害の受容，将来
の不安，自責感などが原因でストレスが高まり，うつ状態
に陥ることが多いとされる（竹内ら，2001；野邑，2007）。
　発達障害児の学習と行動の両側面を支援する場の１つに，
通級指導教室（以下，通級）がある。通級による指導とは，
小・中学校の通常の学級に在籍する比較的軽度の障害のあ
る児童生徒に対して，主として各教科などの指導を通常の
学級で行いながら，障害の状態に応じて特別な指導を行う
教育形態である。通級には児童に対する指導にとどまらず，
保護者に対する支援の役割も求められている（平子・菊池，
2012）。しかし，通級側が保護者に対してどのような支援を
行う必要があるのかについては引き続き考察する必要があ
るとされ，解決すべき課題となっている（小池，2006）。ま
た，通級におけるどの要因が，どういったプロセスを経て，
母親の情緒的な安定に結びついているのかは把握できてい
ない。そのため本研究では，通級に通う児童をもつ母親を
対象としたインタビュー調査を行い，母親の心理・行動面
の変化のプロセスを捉えることを目的とする。
〈研究１〉 通級指導教室に通う児童をもつ母親への 
インタビュー調査（M-GTAの観点から）
方法　調査対象：埼玉県所沢市にある通級にて，インタ
ビューの同意が得られた母親12名（平均年齢41.3±5.2歳）。
調査方法：１人あたり45～60分の半構造化面接を実施した。
通級に通う前から現在における，①子どもに対する気持ち
や見方の変化，②母親自身の考え・気持ちの変化，③その
変化のきっかけとなったと感じた通級の要因，について聴
取した。分析方法：聴取した録音データを文字に起こして
データ化し，修正版グラウンデッド・セオリー・アプロー
チ（M-GTA；木下，2003）の技法に基づき分析を行った。
結果・考察　通級に通い始める前は，母親は不安定な状態
であるが，時期を経ると安定していくプロセスが示された。
通級が母親に与える影響としては，第１に，通級に通うこ
とで〈相談場の獲得〉や〈仲介者の獲得〉ができ，それら
が母親のサポート資源となっていることが分かった。第２
に，通級は母親の変化を促す可能性もあることが分かった。
これには，通級指導の様子のモニタリングを通して母親が
子どもの特徴を把握できるようになるという〈気づきの獲
得〉をすることで，子どもへの見方が変化し，母親自身の
感情のコントロールもできるようになる〈母親の認知面の
変化〉や，子どもに合わせた対応ができるようになる〈母
親の行動面の変化〉があることが分かった。以上で認めら
れた，「ソーシャルサポート」と「母親の変化」の両方のプ
ロセスをたどると，〈安定の確立〉に結びつきやすいことが
示された。しかし，後期になると，〈見通し〉を考えるよう
になり，子どものことに関して母親は再度不安が高まる可
能性があることが考えられた。
〈研究２ 〉 通級指導教室に通う児童をもつ母親への 
インタビュー調査（TEMの観点から）
方法　調査対象：〈研究１〉と同様。調査方法：〈研究１〉
と同様。分析方法：複線径路・等至性モデル（TEM；安田
ら，2012）の技法に基づき分析を行った。
結果・考察　母親がたどるプロセスはⅠ型（ソーシャルサ
ポート群），Ⅱ型（行動変容群），Ⅲ型（認知行動変容群）
に分かれることが示された。Ⅰ型により，通級というサポー
トを得れば精神的安定につながるが，母親の認知の変化は
見られないことが示され，Ⅱ型により，ソーシャルサポー
トによる影響が見られなくても，子どもへの気づきを得る
ことで母親の行動面の変化が見られることが示された。し
かし，Ⅲ型により，ソーシャルサポートも気づきも得られ
ると，行動面も認知面も変化することが分かった。これら
のことから，Ⅲ型に当てはまる母親が最も充実して支援を
受けられると推察されるため，通級側は母親の類型を把握
し，Ⅰ型に当てはまる母親に対しては気づきを促進させ，Ⅱ
型に当てはまる母親に対しては通級のサポート源としての
有用さに気づかせるというようなアプローチをし，Ⅲ型に
近づける働きかけをすることが望ましいと考えられる。
本研究の限界と臨床的意義
　通級に通う児童をもつ母親の変容プロセスを提唱できた
ことは，母親が通級に求めていることに沿った支援方針の
立案につながったり，母親と通級側との連携を深めるため
の基盤となると考えられる。しかし，通級は地域によって
指導形態が異なっているため，今後は他地域の通級を含め
て地域間による通級の影響の違いを検討することが，それ
ぞれの通級の特徴の明確化につながると考えられる。
